
〒679-4395 
兵庫県たつの市新宮町平野60番地
TEL 0791-75-0411（代表）

株主メモ

（ご注意）
1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関
（証券会社等）で承ることとなっております。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信
託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 の皆様へ

第109期 中間報告書
平成24年4月1日から平成24年9月30日まで

■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月
■ 基 準 日 定時株主総会　3月31日

期末配当　　　3月31日
中間配当　　　9月30日
その他必要がある場合、あらかじめ公告する一定の日

■ 株 主 名 簿 管 理 人
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関
■ 同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL　0120-094-777（通話料無料）

■ 公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.teikokudenki.co.jp/
(ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じ
たときは、日本経済新聞に公告いたします。）

当社に関する情報はホームページでもご覧いただけます。

http://www.teikokudenki.co.jp/

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

http://www.e-kabunushi.com
アクセスコード  6333

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問合せ 
  「e -株主リサーチ
　　　　　事務局」

TEL： 03-5777-3900
　　　　　　　（平日 10：00～17：30）
MAIL： info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手
元に到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提
供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式
会社 a2mediaについての詳細http://www.a2media.co.jp） 
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の
承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

株主の皆様の声をお聞かせください



主力のポンプ事業は、
海外売上が堅調に推移。

　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　ここに、当社グループの第2四半期連結累計期間（平成

24年4月1日から平成24年9月30日まで）の事業の概況

をご報告させていただきます。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日

本大震災の復興需要やエコカー補助金等の政策効果により

一部に緩やかな回復が見られるものの、欧州危機の長期化

や新興国の景気減速等を背景とした世界経済の低迷に加

え、歴史的な円高水準の長期化等により景気は停滞色を強

めており、依然として先行きは不透明な状況が続いており

ます。

　このような状況の中で、当社グループの当第2四半期連

結累計期間の売上高は、主力のポンプ事業において、国内

の設備投資は依然として厳しく本格回復には至っておりま

せんが、北米・中国等を中心に海外売上は堅調に推移しま

した。一方、電子部品事業においては、国内では震災から

の復興需要やエコカー補助金等の政策効果により、海外で

は北米や新興国での生産が拡大したことにより、その恩恵

を受けて売上が堅調に推移しました。これらの結果、全体

として売上高は91億35百万円（前年同期比2.6%増）と

なりました。

　利益面につきましては、粗利率の悪化並びに販売費及び

一般管理費が増加した結果、営業利益は10億21百万円（同

15.0%減）、円高による為替差損の発生により経常利益は

9億47百万円（同9.5%減）、四半期純利益は5億85百万

円（同6.8%増）となりました。

　今後とも株主の皆様のご支援、ご鞭撻を賜りますようお

願い申し上げます。

平成24年12月

代表取締役社長 宮地國雄

（注）�本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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セグメント別事業の概況 Review of Operations

● ポンプ事業
　ポンプ事業は、ケミカル用モータポンプは国内外で販売が増加し、ケミカ

ル以外用モータポンプは国内外で販売が減少しました。内訳は、ケミカル用

モータポンプにおいては、主力のケミカル機器モータポンプが国内外で増加

し、冷凍機・空調機器モータポンプが主に海外向けで増加しました。また、ケミ

カル以外用モータポンプにおいては、電力関連機器モータポンプが国内外

で減少しました。

　その結果、売上高は77億43百万円（前年同期比0.7%増）、連結売上高

に占める割合は84.8%となりました。また、営業利益は、粗利率の悪化並び

に販売費及び一般管理費が増加した結果、9億85百万円（同19.4%減）と

なりました。

● 電子部品事業
　電子部品事業は、自動車用電装品の電子機器ユニットの需
要が震災からの復興需要やエコカー補助金等の政策効果、北
米や新興国での生産の拡大の恩恵を受けたため、売上高は
12億22百万円（前年同期比16.2%増）、連結売上高に占め
る割合は13.4%となりました。
　また、営業利益は、売上の増加並びに販売費及び一般管理
費の節減等により、27百万円（前年同期は29百万円の赤
字）となりました。

● その他
　その他事業は、昇降機等の特殊
機器の売上が増加したことから、売
上高は1億69百万円（前年同期比
1.4%増）、連結売上高に占める割
合は1.8%となりました。
　また、営業利益は、売上の増加等
により、8百万円（同5.3%増）とな
りました。

主 要 製 品
主 要 製 品

ドイツで開催された「ACHEMA2012」に出展
　平成24年6月18日～22日の５日間、ドイツのフランクフルトにて「ACHEMA
2012」が開催され、当社も出展いたしました。
　ACHEMAは3年に一度開催される世界の化学関連メーカーが集う、業界最大規模の
展示発表会です。
　当社はAPI685キャンドモータポンプ、定量ポンプ、かくはん機、油ポンプ、車両用
ポンプ、小型アンモニアポンプ等を展示いたしました。各国からの代理店の方々をはじ
め、多くのお客様にご来場いただき、ヨーロッパにおけるテイコクの存在感を示すことが
できました。

定量注入機器ポンプ
　一定量の液体を正
確に移送できるポン
プで、取り扱い範囲の
広さから薬品業界等
で活躍しています。

ケミカル機器モータポンプ
　完全無漏洩の特徴を活か
し、石油化学プラント等様々
な業界で活躍
しています。

ＬＰＧ機器モータポンプ
　タクシー等の
燃料として使わ
れるLPGのス
タンドにも当社
のポンプが活躍
しています。

冷凍機･空調機器モータポンプ
  ビルなどの大型施設に
使われる吸収式冷暖房機
等でも活躍しています。

ＥＴＣコントロール
ユニット、キーレス
コントロールユニット等
  快適なカーライフを支える便利
な機能にもテイコクの技術が活き
ています。

電力関連機器モータポンプ
　変圧器冷却用に使用され、変
電施設等の他、全てのＪＲ新幹線
に搭載されています。

半導体機器モータポンプ
　半導体や液晶等の製
造過程で使用される超純
水の運搬にも当社のポン
プが活躍しています。

かくはん機
　各種槽類の内容液を効
率よく攪拌でき、食品業界
等で広く活躍しています。

電磁石、昇降機等
  ポンプで培った技術を応用し
た様々な製品を作っています。主 要 製 品

TOPICSTOPICS

84.8％

セグメント別
売上高構成比

●売上高（百万円） ●売上高（百万円）
●売上高（百万円）

15,014

第108期 第109期

通期
第2四半期累計

7,689 7,743

16,370
（通期予想）

セグメント別
売上高構成比

第108期 第109期

通期
第2四半期累計

2,287

1,051
1,222

2,409
（通期予想）

1.8％

セグメント別
売上高構成比

第108期 第109期

通期
第2四半期累計

463

167 169

409
（通期予想）

13.4％
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● 四半期連結貸借対照表� （単位：千円）

科　　目 当第2四半期末
（平成24年9月30日現在）

前期末
（平成24年3月31日現在）

（資産の部）

流 動 資 産 13,548,058 12,866,793

固 定 資 産 7,244,898 7,266,197

資産合計 20,792,956 20,132,991

（負債の部）

流 動 負 債 4,891,148 4,847,913

固 定 負 債 1,597,642 1,460,351

負債合計 6,488,791 6,308,264

（純資産の部）

株 主 資 本 14,637,388 14,160,564

資 本 金 2,116,823 2,116,823

資 本 剰 余 金 1,904,614 1,904,614

利 益 剰 余 金 11,159,365 10,682,541

自 己 株 式 △ 543,415 △ 543,415

その他の包括利益累計額 △ 333,222 △ 335,837

その他有価証券評価差額金 15,798 106,303

為替換算調整勘定 △ 349,021 △ 442,141

純資産合計 14,304,165 13,824,726

負債及び純資産合計 20,792,956 20,132,991

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。

● 四半期連結損益計算書� （単位：千円）

● 四半期連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

科　　目 当第2四半期累計
（平成24年4月 1 日から

平成24年9月30日まで）
前第2四半期累計
（平成23年4月 1 日から

平成23年9月30日まで）
営業活動によるキャッシュ・フロー 711,915 334,099

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 414,489 △ 222,517

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 142,319 △ 493,017

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 36,071 △ 58,697

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 119,035 △ 440,132

現金及び現金同等物の期首残高 2,640,887 3,436,355

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,759,922 2,996,222
※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。

科　　目 当第2四半期累計
（平成24年4月 1 日から

平成24年9月30日まで）
前第2四半期累計
（平成23年4月 1 日から

平成23年9月30日まで）
売 上 高 9,135,425 8,908,263

売 上 原 価 5,774,811 5,374,614

売 上 総 利 益 3,360,614 3,533,648

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,339,020 2,332,063

営 業 利 益 1,021,594 1,201,585

営 業 外 収 益 80,238 84,577

営 業 外 費 用 154,690 239,200

経 常 利 益 947,143 1,046,962

特 別 利 益 138 196

特 別 損 失 3,828 50,916

税金等調整前四半期純利益 943,452 996,242

法 人 税 等 357,501 447,692

少数株主損益調整前四半期純利益 585,950 548,549

四 半 期 純 利 益 585,950 548,549
※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示をしております。

発行可能株式総数	 34,600,000株
発行済株式の総数	 9,450,069株
株主数	 3,789名

●所有者別株式分布状況

●所有者別株主分布状況

（注）自己株式（1名356,184株）を
　　控除しております。

9,093,885株9,093,885株

3,788名

その他の法人
1,709,428株
（18.80％）

個人・その他
4,694,612株
（51.62％）

金融商品取引業者
71,085株
（0.78％）

外国法人等
993,160株
（10.92％）

金融機関
1,625,600株
（17.88％）

個人・その他
3,602名

（95.09％）

その他の法人 58名（1.53％）

金融機関
28名（0.74％）

外国法人等
66名（1.74％）

金融商品取引業者
34名（0.90％）

● 株式分布状況

● 大株主（上位10名）
株　主　名 持 株 数 持株比率

三菱電機株式会社 1,143,200株 12.57％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 400,500株 4.40％
徳永耕造 293,100株 3.22％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 280,600株 3.09％
刈田耕太郎 271,022株 2.98％
帝国電機取引先持株会 229,000株 2.52％
江頭憲治郎 213,840株 2.35％
入江慶次郎 206,100株 2.27％
株式会社三井住友銀行 205,000株 2.25％
江頭榮次 204,273株 2.25％

（注）上記の他に当社は自己株式356,184株を所有しております。

代表取締役社長 宮 地 國 雄
常 務 取 締 役 中 野 　 治
常 務 取 締 役 柴 田 直 行
取 締 役 其 原 章 治
取 締 役 中 村 嘉 治
取 締 役 尾 　 上 　 喜 一 郎
取 締 役 前 野 理 生
常 勤 監 査 役 刈 　 田 　 耕 太 郎
常 勤 監 査 役 田 中 久 継
監 査 役 長 谷 川 　 克 　 博
監 査 役 曾 我 　 巖

社 名 株式会社帝国電機製作所
TEIKOKU ELECTRIC MFG. CO., LTD.

設 立 昭和14年 9月12日
資 本 金 21億1,682万3,450円
従 業 員 数 連結 1,268名　単体 337名
本 社 〒679-4395

兵庫県たつの市新宮町平野60番地
Tel. 0791-75-0411（代表）

ホームページ http://www.teikokudenki.co.jp/

Consolidated Financial Statements Stock Information／Corporate Data

（平成24年9月30日現在）

（平成24年9月30日現在）● 株式の状況

（平成24年9月30日現在）● 会社概要 ● 役員
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